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研究成果の概要（和文）：今回の研究対象である非メラノサイト病変を含む多様な皮膚腫瘍群（ほ

くろ、シミなど）から、熟練医でも診断が難しく極めて悪性度の高い皮膚がんであるメラノー

マを高精度に識別できる全自動の手法を開発した。開発した手法は、診断が確定した合計 658

症例（メラノーマ 42 例、良性のメラノサイト病変 506 例、非メラノサイト病変 110 例）の解析

を元に行われ、構築できた識別器は、感度 97.6%, 特異度 92.2%を実現した。 

 

研究成果の概要（英文）：We developed a new automated melanoma discrimination system 

accommodating a wide variety of pigmented skin lesions including not only melanocytic 

skin lesions (MSLs), but also non-melanocytic skin lesions (noMSLs). Our new system was 

developed on a total 658 dermoscopy images (42 melanomas, 506 benign MSLs and 110 noMSLs) 

and achieved a sensitivity of 97.6% and a specificity of 92.2% under the leave-one-out 

cross-validation test. 

 

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

交付決定額 3,200,000 960,000 4,160,000 

 

研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：内科系臨床医学・皮膚科学 

キーワード：自動診断支援、ダーモスコピー、メラノーマ、画像解析 

 

１．研究開始当初の背景 

ダーモスコピー（皮膚科専用の診断用ル

ーペ）の開発と普及により、極めて悪性度

の高い皮膚がんであるメラノーマの識別精

度は大幅に向上したが、なお診断の正答率

はおよそ 80%程度であることが報告されて

いる。そうした背景から、コンピュータの

画像解析を利用した非侵襲の早期診断技術

の研究が行われてきたが、研究段階のスタ

ンドアロンシステムのため実際の現場で使

えないという根本的な問題があった。申請

者らは、世界で初めての web 上のメラノー

マ診断支援システムを 2004 年に開発し公

開しそれ以降実用化に向けて改良を続けて

きた。 

 

２．研究の目的 

我々は、これまで皮膚科専門医でも識別が難

しいメラノーマと、一般にほくろと呼ばれる
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melanocytic skin lesions: MSLs）を識別で

きる自動診断支援システムを開発し、改良を

重ねてきた。システムは、ネットの利便性を

活かし世界各国から利用されている。今後シ

ステムの利用者を皮膚科専門医以外の医師

に拡大することを考えた場合に、これまで研

究対象になってこなかった、MSLs 以外の一般

の皮膚腫瘍(非メラノサイト病変: non 

melanocytic skin lesions: noMSLs)もメラ

ノーマと正しく識別できる能力を持たせる

ことが必要である。そのため本課題では以下

の 2項目の開発を行う。 

 

(1) 非メラノサイト（非色素細胞）病変と、

メラノーマを含むメラノサイト（色素細

胞）病変を 90％以上の精度で識別できる

システムを開発する。 

(2) 上記実現のために、必須技術となる非メ

ラノサイト病変の腫瘍領域の自動抽出法

を開発する。 

 

３．研究の方法 

(1)腫瘍領域の抽出：複数の皮膚科専門医に

Tablet-PC 上にて多くの症例に対して、手動

にて腫瘍領域抽出してもらい、皮膚科専門医

が腫瘍と認識する基準を、ばらつきを考慮し

ながら解明する。開発手法には自己評価とフ

ィードバック機構を導入し、正確で頑健なア

ルゴリズム開発を目指す。 

 

(2)メラノサイト、非メラノサイト病変の識

別： 先に実施する(1)の成果を利用して、

①臨床で用いられる診断基準(ABCD ルール

等）を参考に腫瘍からの各種画像パラメータ

抽出、②統計学に基づく識別に必要なパラメ

ータの選択、③選択されたパラメータに基づ

く線形、人工回路網、SVM(support vector 

machine)等の識別器の構築を行う。 

 

４．研究成果 

(1)メラノーマ等の皮膚腫瘍の自動識別を行

うためには、腫瘍辺領域の特徴が重要なため

腫瘍領域の特定は大変重要な課題である。し

かし noMSLs は種類が多く病変の容態が多様

で、また境界不明瞭な場合が多い。本研究の

実施により、既存の MSL および noMSL 病変双

方に対し正確な腫瘍領域特定が可能な手法

を開発した。本手法は、2006 年から 2010 年

までに論文で公開されている 5種の皮膚腫瘍

抽出アルゴリズムと比較して noMSL 病変で 1

位、MSL 病変の精度で 2 位（既存の我々の方

法が 1 位）の精度を実現し、成果は Skin 

Research and Technology 誌に掲載された。 

 

(2)この高精度な腫瘍抽出手法を用いて、

noMSLs を含む病変画像群からのメラノーマ

の高精度識別システムを構築した。開発した

システムは、診断が確定した合計 658症例（メ

ラノーマ 42例、良性の MSL 病変 506 例、noMSL

病変 110 例）の解析を元に行われ、(1)の抽

出アルゴリズムと、多段の線形識別器から構

成されるシステムは、感度 97.6%, 特異度

92.2%（いずれも交差検査法による評価）を

実現した。 

 

熟練皮膚科医によるメラノーマと、母斑（MSL

の良性腫瘍）の識別精度は 80%程度と報告さ

れており、これを補うため MSL のみが自動診

断支援の研究対象となってきた。NoMSL とメ

ラノーマの識別は、熟練皮膚科医には比較的

容易であるが、皮膚科医以外の医師にとって

は困難な課題である。本研究により、noMSL

を含む多様な皮膚腫瘍に対しても自動識別

技術が出来たことは、メラノーマの早期発見、

診断支援に大きな貢献になると考えられる。 
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